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要旨・感想 

この論文では、教科書の配布が、生徒の学力を向上させるのかどうかを明らかにするため、ケ

ニアの田舎の学校、100校から無作為に選ばれた 25校に対して教科書を配布したランダム化試

験プログラムの結果を分析している。一般化最小二乗法（GLS）を使用し、教科書が配布された

学校と配布されていない学校のテストスコアを比較することで、効果を測定している。分析の

結果、教科書は元々学業成績が高い生徒のスコアを上げ、彼らの中学校への進学率が向上させ

たものの、一般の生徒のテストスコアには影響を与えないことが分かった。この理由として、

教科書が第三言語の英語で書かれているため、そもそも読めない子もいること、教科書配布に

よって学校がその他の改善を努力しなくなったこと、またテストが難しすぎたことといった可

能性を指摘している。著者は最大の問題点として、ケニアの教育カリキュラムを挙げている。

ケニアの就学率は 1960年（独立直前）の 47%から 1980年には 90%に拡大したにも関わらず、教

育カリキュラムは当時からほとんど変わっていない。植民地時代の教育システムは、少数のエ

リートアフリカ人が官僚機構で働くように設計されており、カリキュラムには、遅れをとった

人々のための教育はなかった。そのカリキュラムがまだ残っているため、成績の良い少数の生

徒のみが教科書を有効活用し、本来最も教科書の恩恵を受けるべき生徒達が留年や退学を避け

られない現状がある。著者は、エリート向けの教育システムを改善し、遅れをとった子供のた

めの矯正教育を取り入れることを提言している。 
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